保険料の決め方･納め方

●６５歳以上の方の保険料の決まり方

６５歳以上の方の保険料は、市町村の介護サービス費用がまかなえるよう算出された、「基準額」をもとに決まります。

	基準額の算出方法
市町村で

必要な

介護ｻｰﾋﾞｽの

総費用

×

６５歳以上の方の負担分

２０％

÷

市町村に住む65歳以上の方の人数

＝

保険料の

基準額

　豊富町の平成21年度～平成23年度の「基準額（月額）」は下記のとおりです。

21年度5,167円　　・　　22年度5,234円　　・　　23年度5,300円


①６５歳以上の方の保険料の納め方

年金が年額１８万円以上の方　⇒年金から天引きになります。（特別徴収）

· 保険料の年額が、年金の支払い月に年６回にわけて天引きになります。

年金の支払い月　４月･６月･８月･１０月･１２月･２月


！本来、年金から天引きになる「特別徴収」の方でも、

一時的に納付書で納める場合があります。

●年度途中で保険料が増額になった　　増額分を納付書で納めます

　　　●年度途中で65歳になった
原則、特別徴収の対象者で

　　　●年度途中で老齢（退職）年金･遺族年金・　把握される月のおおむね

　　　　障害年金の受給が始まった　　　　　　　　６ヶ月後から天引きに

　　　●年度途中で他の市町村から転入した　　　　なります。

　　　●保険料が減額になった　　　　　　　　　　　　　それまでは
　　　●年金が一時差し押さえになった　　など　　　納付書で納めます


②年金が年額１８万円未満の方　⇒納付書で各自納めます。（普通徴収）

· 市町村から送られてくる納付書により、取り扱い金融機関で納めます。

忙しい方、なかなか外出できない方は、

介護保険料の口座振替が便利です。

手続き

①介護保険料の納付書、通帳、印鑑、(通帳届け印)を用意します。

②取り扱い金融機関で「口座振替依頼書」に必要事項を記入し、申し込みます。

※口座振替の開始は、通常、申し込み日の翌月からになります。

口座の残高のご確認ください。残高不足で引き落としできないケースがあります。
４０歳～６４歳の方は・・・・

４０歳～６４歳の方(第2号被保険者)の保険料は、

加入している医療保険の算定方式により決まります。
４０歳以上のみなさんが納める介護保険料は、

国や自治体の負担金などとともに、

介護保険を健全に運営するための大切な財源となります。






